
表１：集合注射会場
昭林公民館午後１時１０分～１時３０分４月

９日捷 桜井公民館午後１時５０分～２時４０分
東尾公民館午後１時１０分～１時３０分１０日昇

秋葉公園午後１時５０分～２時１０分
北明治公民館午後２時３０分～２時５０分
二本木地区コミュ
ニティセンター午後１時１０分～１時４０分１１日昌

篠目町公民館午後２時～２時４０分
池浦公民館午後１時１０分～１時４０分１２日昭

今池町内会公民館午後２時～２時３０分
東部公民館午後１時１０分～１時４０分１６日捷

作野公民館午後２時～２時４０分
アグリライフ支援
センター午後１時１０分～１時３０分１７日昇

根崎公民館午後１時５０分～２時３０分
和親館（高棚町）午後１時１０分～１時２０分１８日昌

箕輪町内会事務所午後１時４０分～２時
美園公園午後２時２０分～２時５０分
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狂
犬
病
は
人
と
動
物
に
共
通
し
、

発
症
し
た
場
合
の
致
死
率
が
　
％
１００

の
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。
飼
い
主

は
、
年
に
１
回
、
予
防
注
射
を
受

け
さ
せ
る
よ
う
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
表
１
ま
た
は
動

物
病
院
で
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
予
防
注
射
料
金（
集
合
注
射
会
場
）

●
新
し
く
登
録
す
る
犬
　
６
３
０

０
円

●
登
録
済
み
の
犬
　
３
３
０
０
円

■
犬
の
登
録
　

　
一
生
に
１
回
、
登
録
が
必
要
で

す
。

●
登
録
料
　
３
０
０
０
円

●
登
録
場
所
　
表
１
・
２
お
よ
び

市
保
健
セ
ン
タ
ー

■問 
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈
　
〉１
１
３
３
）

７６

東端公民館午後１時１０分～１時５０分４月
１９日昭 和泉公民館午後２時１０分～２時４０分

高棚公民館午後１時１０分～１時４０分２３日捷

西部福祉センター午後２時～２時４０分
榎前公民館午後１時１０分～１時４０分２４日昇

城ヶ入公民館午後２時～２時４０分
別所団地公民館午後１時１０分～１時２０分２５日昌

新田町会館午後１時４０分～２時１０分
西尾公民館午後２時３０分～２時５０分
橋目霊園午後１時１０分～１時２０分５月

７日捷 浜屋公民館午後１時４０分～１時５０分
北部公民館午後２時１０分～２時５０分
東山公民館午後１時１０分～１時２０分８日昇

里地区コミュニ
ティセンター午後１時４０分～２時

東栄今本町公民館午後２時２０分～２時４０分
三ツ川集会場午後１時１０分～１時２０分９日昌

古井町公民館午後１時４０分～２時２０分
藤野公民館午後２時４０分～２時５０分
市保健センター午後１時～２時１２日松

表２：犬の登録および狂犬病予防注射済票の交付ができる
動物病院

小笠原動物病院（刈谷市）あいち犬猫医療センター
杉浦犬猫病院（今池町） ひまわり動物病院（刈谷市）

Ｋｅｎ動物病院（高浜市）青山動物病院（橋目町）
あい総合動物病院（高浜市）あおみ動物病院（桜井町）
たかはま動物病院（高浜市）エキスポ安城動物病院（赤松町）
あさおか動物病院（碧南市）大島獣医科病院（朝日町）
板倉どうぶつ病院（碧南市）ぐれーぷ動物病院（赤松町）
パル動物クリニック（碧南市）さくらい動物病院（小川町）
へきなん動物病院（碧南市）桜町動物病院（桜町）
ウチダ動物病院（西尾市）パーク動物病院（大山町）
ハート動物病院（西尾市）三尾動物病院（安城町）
フィガロ動物病院（西尾市）ミドリペットクリニック（緑町）
しばた動物病院（岡崎市）りんごの樹動物病院（高棚町）
ダルク動物病院（岡崎市）こんどう動物病院（知立市）
やはぎ動物病院（岡崎市）南陽動物病院（知立市）
花園動物クリニック（豊田市）どんぐり犬猫病院（知立市）

■
犬
の
届
出

　
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、
飼
い

主
・
犬
の
所
在
地
が
変
わ
っ
た
と

き
は
、
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬
が
行

方
不
明
に
な
っ
た
と
き
や
迷
い
犬

を
保
護
し
た
と
き
は
、
県
動
物
保

護
管
理
セ
ン
タ
ー
（
緯
０
５
６
５

〈
　

〉
２
３
２
３
）
、安
城
警
察
署

５８
（
緯
〈
　

〉
０
１
１
０
）へ
連
絡
し
て

７６

く
だ
さ
い
。

犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に
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昨
年
、
作
野
小
学
校
の
マ
ー

チ
ン
グ
バ
ン
ド
部
が
、
２
つ
の

全
国
大
会
に
て
、
連
続
で
最
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
長
年
、
全
国
大
会
で
の
彼
ら

の
よ
き
ラ
イ
バ
ル
は
福
島
県
南

相
馬
市
の
原
町
第
一
小
学
校
で

し
た
。
し
か
し
、
東
日
本
大
震

災
で
地
震
・
津
波
・
原
発
事
故

の
深
刻
な
被
害
を
受
け
、
児
童

の
大
半
が
市
外
に
避
難
し
た
た

め
、
マ
ー
チ
ン
グ
は
活
動
休
止

と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
を
知
っ
た
作
野
小
の
児

童
ら
は
、
義
援
金
や
激
励
の
手

紙
を
送
付
。
す
る
と
、
原
町
小

の
児
童
ら
か
ら
作
野
小
へ
、
全

国
大
会
に
向
け
て
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　「
活
動
で
き
な
い
原
町
小
の

分
ま
で
、
自
分
た
ち
が
頑
張
る
」

と
心
に
誓
っ
た
作
野
小
マ
ー
チ

ン
グ
は
、
猛
練
習
を
重
ね
、
同

校
で
は
過
去
に
例
の
な
い
２
つ

の
全
国
大
会
で
の
最
優
秀
賞
受

賞
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
の
瞬

間
、
安
城
市
に
日
本
一
の
小
学

生
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
が
誕
生

し
た
の
で
す
。

　
彼
ら
が
選
曲
し
た
の
は
故
坂

本
九
さ
ん
の「
上
を
向
い
て
歩

こ
う
」で
し
た
。
古
い
歌
謡
曲

で
小
学
生
に
は
馴
染
み
が
な
か

っ
た
の
で
し
ょ

う
が
、
見
事
に

自
分
た
ち
の
も

の
に
し
て
立
派

な
演
奏
に
ま
と

め
て
く
れ
ま
し

た
。
彼
ら
の
演

奏
を
観
る
機
会

は
２
回
あ
り
ま

し
た
が
、
上
を

向
く
の
を
忘
れ

た
私
は
、
２
回

と
も
ハ
ン
カ
チ

で
目
頭
を
押
さ

え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　
３
月
初
旬
、

彼
ら
を
安
城
市

民
代
表
と
し
て

南
相
馬
市
へ
派

遣
し
、
元
気
な

演
奏
を
し
て
き
て
も
ら
い
ま
し

た
。
ま
た
、
現
地
の
原
町
小
マ

ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
は
活
動
休
止

中
で
し
た
が
、
避
難
中
の
児
童

ら
も
、
日
本
一
の
作
野
っ
子
と

の
合
同
演
奏
の
た
め
に
全
員
集

合
し
て
く
れ
、
会
場
は
歓
喜
と

拍
手
に
包
ま
れ
た
と
お
聞
き
し

ま
し
た
。

　
被
災
地
へ
は
金
銭
や
物
品
の

支
援
か
ら
、
心
の
支
援
へ
と
切

り
替
え
る
時
期
が
来
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

こ
の
作
野
小
の
児
童
ら
の
よ
う

な
支
援
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
考
え
、
こ
こ
に
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作作野小マーチングバンドの練習風作野小マーチングバンドの練習風景景

　
４
月
か
ら
、
市
役
所
の
組
織
を

改
正
し
、
１
部
１
課
１
係
増
の
　１５

部
　

課
　
係
体
制
と
な
り
ま
す
。

４８

１３４

●
組
織
の
再
編
　
保
健
福
祉
部
を

廃
止
し「
福
祉
部
」と「
子
育
て
健

康
部
」を
創
設
し
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
課
を「
子
育
て
支
援
課
」と

「
子
ど
も
課
」に
分
割
し
、
社
会
福

祉
課
児
童
家
庭
係
を
子
育
て
支
援

課
、
障
害
福
祉
課
サ
ル
ビ
ア
学
園
・

療
育
セ
ン
タ
ー
を
子
ど
も
課
所
管

に
し
ま
す

●
係
の
創
設
　
平
成
　
年
度
に
生

２５

誕
　
年
を
迎
え
る
新
美
南
吉
を
活

１００
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
、

市
制
　
周
年
事
業
を
円
滑
に
進
め

６０

る
た
め
、
企
画
政
策
課
に「
南
吉

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
」を
創
設
し
ま

す●
組
織
の
ス
リ
ム
化
　
下
水
道
建

設
課
工
務
１
係
、
同
課
工
務
２
係

を
合
わ
せ
、「
工
務
係
」に
し
ま
す
。

●
名
称
の
変
更
　
体
育
課
を
ス
ポ

ー
ツ
課
に
変
更
し
ま
す
。
ま
た
、

市
民
に
よ
り
分
か
り
や
す
く
す
る

た
め
、
係
名
を
左
表
の
と
お
り
変

更
し
ま
す■問 

▼
経
営
管
理
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
５
）

７１

ฏ
੒

೥
度
ス
λ
ー
τ

⚒⚔

市
役
所
の
組
織
を
改
正

変更後変更前課名

税務証明係庶務係市民税課

戸籍係整備係市民課

道水路管理係庶務係
維持管理課

施設管理係管理係

用地係庶務係土木課

市営住宅係庶務係建築課

事業管理係庶務係南明治整備課

管理清算係庶務係区画整理課

経営係庶務係下水道管理課

給食係庶務係給食課

施設管理係庶務係生涯学習課

施設管理係庶務係スポーツ課
（旧体育課） スポーツ振興係体育係

施設管理係庶務係中央図書館

施設管理係管理係文化財課



●
対
象
　
市
民
で
、
市
内
に
活
動

拠
点
を
置
く
５
人
以
上
の
団
体

●
対
象
活
動
　

暫
防
災
訓
練
・
運
動
会
な
ど
の
町

内
会
活
動

暫
子
ど
も
会
な
ど
の
指
導
育
成
活

動
暫
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
に
よ
る
地

域
ス
ポ
ー
ツ
活
動

暫
社
会
福
祉
、
環
境
改
善
な
ど
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

暫
市
主
催
の
行
事
や
公
民
館
講
座

な
ど

※
右
記
以
外
の
自
主
活
動
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

●
内
容
　

賠
償
責
任
保
険（
主
催

者
・
指
導
者
が
法
律
上
の
賠
償
責

任
を
問
わ
れ
た
場
合
）
止
事
故
１

件
に
つ
き
最
高
５
億
円（
免
責
１

件
に
つ
き
１
０
０
０
円
）

傷
害
保
険（
指
導
者
や
参
加
者
が

傷
害
を
受
け
た
場
合
で
、
脳
・
心

臓
病
疾
患
な
ど
を
除
く
）諮

死
亡

止
　
万
円
　

入
院
止
１
日
２
０
０

３００
０
円
　

通
院
止
１
日
１
０
０
０
円

※
熱
射
病
・
日
射
病
も
対
象
。

■問 
▼
財
政
課

（
緯〈
　
〉２
２
１
０
）

７１

ふ
れ
あ
い
補
償
制
度
の
利
用
を

●
受
付
開
始
日
時
　
４
月
９
日
捷

午
前
９
時

●
受
付
場
所
　
市
役
所
本
庁
舎
３

階
大
会
議
室

※
予
算
額
の
範
囲
を
超
え
た
日
に
、

複
数
の
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
日
の
提
出
分
の

中
で
抽
選
。

●
申
請
書
類
　
環
境
首
都
推
進
課
・

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布

●
注
意
事
項
　
い
ず
れ
の
補
助
制

度
も
、
補
助
金
交
付
決
定
前
に
工

事
着
手
し
て
い
る
場
合
は
、
補
助

金
交
付
で
き
ま
せ
ん

■
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
金
制
度（
第
１
期
分
）

●
対
象
　
４
月
　
日
捷
～
　
月
　

２３

１０

３１

日
昌
に
、
自
ら
が
居
住
す
る
市
内

の
住
宅
に
同
シ
ス
テ
ム
を
設
置
ま

た
は
同
シ
ス
テ
ム
付
き
の
建
て
売

り
住
宅
を
購
入
す
る
人

●
補
助
金
額

×

　
４
万
円
 
太
陽
電

池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
最
大
出
力
値

（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）

※
小
数
点
以
下
第
３
位
を
切
り
捨

て
、
上
限
４
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。

●
予
算
額
　
約
５
３
０
０
万
円

■
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
設
置
費
補
助
金
制
度

●
対
象
　
４
月
　
日
捷
～
来
年
３

２３

月
　
日
晶
に
、
自
ら
が
居
住
す
る

２９
市
内
の
住
宅
に
同
シ
ス
テ
ム
を
設

置
ま
た
は
同
シ
ス
テ
ム
付
き
の
建

て
売
り
住
宅
を
購
入
す
る
人

●
補
助
金
額
　
１
万
３
０
０
０
円

×

 
集
熱
部
の
総
面
積（
釈
）

●
予
算
額
　
　
万
円

１５０

■
住
宅
用
太
陽
熱
温
水
器
設
置
費

補
助
金
制
度

●
対
象
　
４
月
　
日
捷
～
来
年
３

２３

月
　
日
晶
に
、
自
ら
が
居
住
す
る

２９
市
内
の
住
宅
に
同
機
器
を
設
置
ま

た
は
同
機
器
付
き
の
建
て
売
り
住

宅
を
購
入
す
る
人

●
補
助
金
額

×

　
１
万
円
 
集
熱
部

の
総
面
積（
釈
）

●
予
算
額
　
　
万
円

９０

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

広報あんじょう　2012.4.1 餓

２５年度２４年度２３年度区分
４．４８％
（＋０．６％）

３．８８％
（＋０．６％）３．２８％所得割

基礎
課税分
（医療分）

１４．４０％１４．４０％
（－０．８％）１５．２０％資産割

２万４４００円
（＋４００円）

２万４０００円
（＋４００円）２万３６００円均等割

２万１６００円２万１６００円２万１６００円平等割
５１万円５１万円５１万円限度額
１．１２％
（＋０．１５％）

０．９７％
（＋０．１５％）０．８２％所得割

後期
支援分

３．６％３．６％（－０．２％）３．８％資産割
６１００円
（＋１００円）

６０００円
（＋１００円）５９００円均等割

５４００円５４００円５４００円平等割
１４万円１４万円１４万円限度額
１．７％１．７％１．７％所得割

介護分
１万１５００円１万１５００円１万１５００円均等割
５５００円５５００円５５００円平等割

１２万円１２万円
（＋２万円）１０万円限度額

　
高
齢
化
や
医
療
の
高
度
化
に
伴

う
医
療
費
負
担
の
増
加
に
対
応
す

る
た
め
、
下
表
の
と
お
り
税
率
を

改
正
し
ま
し
た
。（
　
年
度
分
は
法

２５

改
正
に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り
）

■
納
期
ご
と
の
納
付
額
の
端
数
処

理
を
改
め
ま
す

　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
ご
と

の
金
額
に
関
し
て
、
最
初
の
納
期

に
合
算
す
る
端
数
処
理
を
、
千
円

未
満
か
ら
百
円
未
満
に
改
め
ま
す
。

■問 
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
０
）

７１

ソ
ー
ラ
ー
機
器
設
置
費
を
補
助

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
な
ど
を
改
正

※（　）内は前年度対比。
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■
自
転
車
購
入
費
補
助

●
対
象
自
転
車
／
条
件
　「
ま
ち

の
自
転
車
屋
さ
ん
」登
録
店
で
購

入
し
た
次
の
も
の

暫
幼
児
２
人
同
乗
用
自
転
車
／
６

歳
未
満
の
子
を
２
人
以
上
扶
養

し
て
い
る

暫
シ
ニ
ア
向
け
自
転
車（
　
イ
ン

２２

チ
以
下
ま
た
は
３
輪
自
転
車
）

　
／
　
歳
以
上

６５

暫
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
／
通
勤

方
法
を
自
動
車
か
ら
自
転
車
へ

変
更
す
る

●
補
助
金
額
　
車
両
購
入
費
・
登

録
経
費
な
ど
の
３
分
の
１（
上
限

４
万
円
）

●
そ
の
他
　
申
請
者
は
、
必
ず
自

転
車
安
全
利
用
講
習
会
を
受
講
し

て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
　
自
転
車
購
入
と
講

習
会
受
講
後
、
申
請
書
兼
実
績
報

告
書
と
必
要
書
類
・
印
鑑
を
持
っ

て
都
市
計
画
課
へ

※
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
は
、
同

課
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
配
布
。

■
自
転
車
安
全
利
用
講
習
会

●
と
き
　
４
月
　
日
松
、
５
月
　

２１

１９

日
松
い
ず
れ
も
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

　
分（
６
月
以
降
も
、
月
１
回
程

３０度
開
催
を
予
定
）

●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

●
申
し
込
み
　
希
望
日
の
３
日
前

ま
で（
松
掌
抄
承
を
除
く
）に
、
電

話
で
都
市
計
画
課
へ

■
自
転
車
安
全
整
備
補
助

　
市
内
の
「
ま
ち
の
自
転
車
屋
さ

ん
」
登
録
店
で
安
全
整
備
を
受
け

る
と
、
１
年
間
の
損
害
賠
償
保
険

と
傷
害
保
険
（
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
付
帯

保
険
）に
加
入
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ

加
入
し
、
毎
年
更
新
し
ま
し
ょ
う
。

●
補
助
金
額
　
整
備
費（
点
検
・

基
本
整
備
費
用
）の
３
分
の
１（
上

限
　
円
）

５００
●
そ
の
他
　
未
成
年
者
が
保
有
す

る
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
原
則
保

護
者
が
交
付
申
請
し
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み
　
申
請
書
兼
実
績
報

告
書
と
必
要
書
類
・
印
鑑
を
持
っ

て
都
市
計
画
課
へ

※
申
請
書
兼
実
績
報
告
書
は
、
同

課
・
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な

ど
で
配
布
。

問い合わせ（敬称略）対象活動日時活動場所団名種目

神宮数見（緯〈９２〉２５８８）小・中学生毎週捷･昌午後７時～８時３０分、毎週松午前
７時～８時３０分高棚小高棚修武会

剣道
岩田秀樹（緯〈７７〉５５４９）小・中・高校生毎週昌･昭午後７時～９時安城中部小剣正会

近藤勝登喜（緯〈７５〉０２８８）小・中学生毎週昇午後６時～８時、毎週掌午前６時３０分
～８時桜井中桜井剣道クラブ

木下光明（緯〈７６〉５５４５）小・中・高校生毎週昇･昭午後７時～９時安城東部小東部剣道クラブ

神谷晃一（緯〈７７〉８１５４）小学生
毎週掌午前８時～９時３０分

二本木小

安城
Ｓサッカー

サッカー

安城西部小

毎週掌午前１０時～１１時３０分
錦町小
桜町小

深津忠男（緯〈４１〉５６７７）園児・小学生毎週松午前９時～正午、毎週掌午後２時～４
時３０分明和小明和ＦＣ

鈴木正英（緯〈７５〉９０１０）

小学２～６年生

毎週掌午前８時～９時３０分（１～３月は午前
８時３０分～１０時）安城南部小

西尾
複合種目

稲垣光治（緯〈７６〉３８４６）東尾河野
亀井修兵（緯〈９９〉６７６７）

毎週松･掌午前中
桜林小桜林ソフト

ボール 野村慎人（緯〈９９〉４１５０）桜井小桜井

古家秀文（緯〈７４〉７８９７）小学生～大学生毎週昌午後６時～８時、毎週掌午後５時３０分
～７時３０分桜井公民館桜井空手道

空手道 可児直子（緯〈９７〉００５６）小学生～高校生毎週松午後５時３０分～９時北部公民館里町空手道
河野六夫（緯０５６３〈５６〉
８３２６、０９０〈８３２４〉２７４９）小学生～大学生毎週昌・松午後５時３０分～９時総合福祉

センター横山空手道

杉本峰（緯〈７１〉３３４５）小学２～４年生毎週捷・昇・昭・晶夜間、松・掌は随時梨の里小・
市体育館など

安城北
ラビッツ

バレー
ボール

※複合種目の内容は、バドミントン、卓球、スキー、キャンプなどです。

　スポーツ少年団は主に各地区の小学校を中心に活動していますスポーツ少年団は主に各地区の小学校を中心に活動しています。。
詳細は各団へ問い合わせてください　詳細は各団へ問い合わせてください。。

スポーツ少年団新年度部員を募集

■問 
▼
都
市
計
画
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
３
）

７１

自
転
車
を
利
用
͠
Α
͏

自
転
車
の
購
入
・
整
備
に
補
助

■問 ▼市体育館
（緯〈７５〉３５３５）
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●
定
員
　
　
人
２５０

●
費
用
　
６
０
０
０
円（
高
校
生

以
下
は
３
０
０
０
円
。
別
途
楽
譜

代
・
練
習
用
Ｃ
Ｄ
代
）

※
途
中
退
会
の
場
合
、
返
金
は
し

ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
　
５
月
９
日
昌
ま
で

に
、
応
募
用
紙
を
郵
送
か
フ
ァ
ク

ス
で
安
城
第
九
交
響
曲
演
奏
会
実

行
委
員
会
事
務
局
の
 五
  十
  島
  完
  子
 

い
 
が
 
し
ま
 み
な
 
こ

さ
ん（
〒
　－

０
０
０
１
里
町
南

４４６

井
畑
１－

　
／
胃〈
　
〉０
１
９
７
）

８７

９７

へ※
用
紙
は
市
民
会
館
・
文
化
セ
ン

タ
ー
・
各
地
区
公
民
館
な
ど
で

配
布
。

■
演
奏
会

●
と
き
　
　
月
８
日
松
午
後
３
時

１２

　
分
３０

●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館

●
演
奏
　
名
古
屋
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
交
響
楽
団

１
部諮

ピ
ア
ノ
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
　

★
ピ
ア
ニ
ス
ト
　
後
藤
正
孝
氏

（
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
国
際
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
、
安
城
市
民

栄
誉
賞
受
賞
）

２
部諮

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲

第
九
番「
合
唱
付
」

★
指
揮
　
円
光
寺
雅
彦（
名
フ
ィ

ル
正
指
揮
者
）

★
ソ
リ
ス
ト
　
二
宮
咲
子
、
谷
田

育
代
、
中
井
亮
一
、
伊
藤
貴
之
　

★
合
唱
　「
安
城
第
九
」合
唱
団

■
練
習

　
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
合
唱
指

導
で
、
初
心
者
で
も
安
心
で
す
。

●
と
き
　

結
団
式
止
５
月
　
日
昌

１６

午
後
７
時
～
８
時
　
分
　

練
習
止

３０

５
月
　
日
昌
か
ら
の
毎
週
昌
午
後

２３

６
時
　
分
～
８
時
　
分

５０

５０

●
と
こ
ろ
　
市
民
会
館
な
ど

●
指
導
者
　
竹
本
ひ
ろ
み
氏
ほ
か

　
１
年
間
を
通
じ
て
、
環
境
に
つ

い
て
楽
し
く
学
べ
ま
す
。

●
と
き
／
内
容
　
左
表
の
と
お
り

●
と
こ
ろ
　
市
内
各
所

●
対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小

学
生（
内
容
に
よ
り
、
保
護
者
同

伴
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

●
定
員
　
　
人（
定
員
を
超
え
た

２０

場
合
は
抽
選
）

●
参
加
料
　
１
０
０
０
円（
材
料

費
別
途
）

●
そ
の
他
　
７
回
以
上
参
加
し
た

人
に
は
、
修
了
証
を
進
呈

●
申
し
込
み
　
４
月
６
日
晶
～
　２０

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
掌

捷
を
除
く
）に
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年
を
、

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
コ
ネ
ッ
ト
あ
ん
じ

ょ
う（
緯
・
胃〈
　
〉１
３
１
５
／

５５

info@
econetanjo.org

     
              ）へ

■問 
▼
市
民
会
館

（
緯〈
　
〉１
１
５
１
）

７５

ײ
ಈ
を
あ
な
ͨ
ͱ
ͱ
΋
に

「
安
城
第
九
」合
唱
団
員
募
集

エ
コ
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
第
１
期
生

を
募
集

■問 
▼
環
境
首
都
推
進
課

（
緯〈
　
〉２
２
０
６
）

７１

内容とき回

開講式４月２８日松１

野菜を植えよう５月１２日松２

花壇づくりとウオーキング６月２３日松３

川と友だちになろう７月２８日松４

七夕まつりでごみ拾い８月３日晶５

野菜の収穫をしよう９月２２日抄６

竹炭づくりに挑戦しよう１０月２０日松７

葉っぱ博士になろう１１月１７日松８

地産地消のそばうちをしよう１２月２２日松９

エコ工作をしよう来年２月１６日松１０

木に名札をつけよう・閉講式来年３月２３日松１１

※いずれも午前１０時～１１時３０分を予定。都合により
日程が変更になる場合があります。

記念事業
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◎
が
ん
ば
る
中
小
企
業
応
援

事
業
補
助
金

■
人
材
育
成
支
援
事
業

●
補
助
対
象
　
社
内
研
修
、
講
習

会
参
加
費
、
資
格
取
得
に
要
す
る

経
費

●
補
助
限
度
額
　
１
中
小
企
業
者

に
つ
き
１
年
度
　
万
円

１５

●
補
助
率
　
経
費
の
　
％
５０

■
販
路
拡
大
事
業

●
補
助
対
象
　
商
品
見
本
市
な
ど

へ
の
出
展
小
間
料

●
補
助
限
度
額
　
１
中
小
企
業
者

に
つ
き
１
年
度
　
万
円

６０

●
補
助
率
　
経
費
の
　
％
５０

■
特
許
な
ど
申
請
事
業

●
補
助
限
度
額
　
１
中
小
企
業
者

な
ど
に
つ
き
１
年
度
　
万
円

６０

●
補
助
率
　
経
費
の
　
％
５０

■
依
頼
試
験
事
業

●
補
助
対
象
　
試
作
品
を
検
査
・

測
定
・
分
析
す
る
依
頼
試
験
な
ど

に
係
る
経
費

●
補
助
限
度
額
　
１
中
小
企
業
者

に
つ
き
１
年
度
　
万
円

１０

●
補
助
率
　
経
費
の
　
％
５０

■
産
学
連
携
事
業

●
補
助
対
象
　
大
学
な
ど
へ
の
相

談
、
依
頼
試
験
、
大
学
な
ど
の
機

器
を
利
用
す
る
分
析
な
ど
に
係
る

経
費

●
補
助
限
度
額
　
１
中
小
企
業
者

に
つ
き
１
年
度
　
万
円

１０

●
補
助
率
　
経
費
の
　
％
５０

■
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
事
業

●
補
助
対
象
　
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継

続
計
画
）の
策
定
に
係
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
経
費

●
補
助
限
度
額
　
　
万
円

４０

●
補
助
率
　
経
費
の
　
％
５０

■
海
外
拠
点
設
立
事
業

●
補
助
対
象
　
海
外
拠
点
設
立
時

の
登
録
経
費

●
補
助
限
度
額
　
　
万
円

４０

●
補
助
率
　
経
費
の
　
％
５０

◎
信
用
保
証
料
補
助
事
業

●
補
助
対
象
　
愛
知
県
信
用
保
証

協
会
を
通
じ
て
次
の
信
用
保
証
付

き
融
資
制
度
を
利
用
し
、
融
資
を

受
け
た
中
小
企
業
者

暫
小
規
模
企
業
等
振
興
資
金

暫
経
済
環
境
適
応
資
金

◎
Ｉ
Ｓ
Ｏ
更
新
支
援
事
業

●
補
助
対
象
　
４
月
１
日
掌
～
来

年
３
月
　
日
掌
に
、
市
内
事
業
所

３１

で
実
施
す
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１
・

１
４
０
０
１
・
２
２
０
０
０
の
更

新
審
査
に
係
る
経
費

●
補
助
率
　
経
費
の
　
％
以
下

２５

●
補
助
限
度
額
　
　
万
円

２０

■
雇
用
促
進
助
成
金
事
業
補
助
金

●
補
助
対
象
　
４
月
１
日
掌
～
来

年
３
月
　
日
掌
に
、
離
職
者
を
、

３１

雇
用
期
間
を
定
め
ず
、
１
週
間
の

労
働
時
間
を
正
規
労
働
者
と
同
程

度
に
雇
用
し
た
市
内
事
業
者

●
補
助
額
　
雇
用
者
１
人
当
た
り

　
万
円

３０◎
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
訪
問

　
中
小
企
業
の
経
営
課
題
を
把
握

し
、
そ
れ
ら
を
解
決
に
導
く
た
め
、

企
業
を
巡
回
訪
問
し
、
個
別
の
相

談
に
応
じ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
導
入
し
ま
す
。

■問 
▼
商
工
課

（
緯〈
　
〉２
２
３
５
）

７１

த
খ
ا
ۀ
Ԡ
ԉ
・
৴
用
保
ূ
料
・
ޏ
用
ଅ
ਐ

経
済
対
策
各
種
補
助
金

●
申
し
込
み
　

捷
～
晶
午
前
８
時

　
分
～
午
後
５
時
　
分（
閉
庁
日

３０

１５

を
除
く
）に
必
要
書
類
を
持
っ
て

建
築
課
へ

※
必
要
書
類
は
、
同
課
・
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

■
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

●
対
象
　
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
着
工
さ
れ
た
２
階
建
て
以
下

の
木
造
住
宅
で
、
在
来
の
軸
組
工

法
ま
た
は
伝
統
工
法
の
住
宅（
プ

レ
ハ
ブ
、
ツ
ー
バ
イ
フ
ォ
ー
な
ど

の
特
殊
工
法
を
除
く
）

●
受
け
付
け
件
数
　
　
件
２５０

■
木
造
住
宅
耐
震
改
修
費
補
助

●
対
象
　
市
の
耐
震
診
断
を
受
け

て
、
判
定
値
が
基
準
値
未
満
の
住

宅（
所
有
者
が
市
税
を
滞
納
し
て

い
る
場
合
は
不
可
）

●
改
修
内
容
　
一
般
型
と
簡
易
型

が
あ
り
ま
す

①
一
般
型
　
耐
震
診
断
の
判
定
値

が
　
未
満
の
も
の
を
　
以
上（
　

０．７

１．０

０．７

未
満
の
場
合
は
、
　
加
算
し
た
数

０．３

値
以
上
）に
す
る
も
の
。
補
助
金

額
止
　
万
円
　

受
け
付
け
件
数
止

９０

　
件
１００②

簡
易
型
　
判
定
値
　
未
満
の
も

１．０

の
を
　
加
算
し
た
数
値
以
上
に
す

０．１

る
も
の
。 
補
助
金
額
止
対
象
経

費
の
２
分
の
１（
上
限
　
万
円
）　

３０

受
け
付
け
件
数
止
　
件
１０

■問 
▼
建
築
課

（
緯〈
　
〉２
２
４
１
）

７１

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
・
耐
震

改
修
費
補
助
を
受
け
付
け


